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測定概要

　近年、ホルムアルデヒドや揮発性有機化合物に代表される化学物質による室内の空気汚染
が大きな社会問題となっている。

　そこで、換気率の低いと考えられる学生アパートの実態把握をするために、前橋工科大学
に通う一人暮らし男女 13人に協力してもらい、夏場の正午から 4時間以上密閉した部屋の
ホルムアルデヒド濃度と空気イオン濃度を測定調査する。併せて、室内温度・湿度を測定し、
考察する。また、アンケートによる生活状況調査および米国マサチューセッツ工科大学、ア
リゾナ大学医学部などで使用されている問診表による人体影響調査を行い、生活様式と室内
化学物質汚染の相関関係について考察する。

■測定日時　8／ 5から 8／ 17の 16時から 18時 30分

■測定項目および使用機器

・空気イオン濃度　空気イオン濃度測定器 inti　ITC - 201A（アンデス電気社製）

・ホルムアルデヒド気中濃度　簡易測定器ホルムアルデメータ 400（JMS社取扱）

・気温および湿度　サーモンレコーダおんどとりRH TR - 72S（T＆ D社製）

■アンケートに関して

居住者情報および人体影響の問診表についてのアンケート



測定の流れ

・ホルムアルデヒドの放散量が多いと考えられる、正午から部屋を 4時間以上密
閉してもらい、16時から 18時 30分の間で測定を行う。ただし、部屋の密閉中
は、人およびドアの開閉による空気の移動などの影響を避けるため、居住者には
外出してもらった。

・空気イオン濃度は 10分間測定の平均値をとった。マイナスイオン濃度測定後
すぐにプラスイオン濃度を測定した。空気イオン濃度測定器を 2台使用し、同時
に同符号のイオン濃度を測定し、平均値をとった。

・ホルムアルデヒド測定は簡易測定器を使用し、空気イオン濃度測定と同時に 20
分間の測定し、平均値をとった。

・測定と同時に、居住者情報および人体影響の問診表についてのアンケートおよ
び測定前日からの生活状況について記録した。



問診表

0 ＝まったくなし　　　5＝中程度の症状　　　10＝動けないほどの症状

・筋肉、関節の痛み、けいれん、こわばり、力が抜ける。（筋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・目の刺激、やける感じ、しみる感じ、息切れ、咳のような気管や呼吸症状。
　たん、鼻汁がのどの奥の方に流れる感じ。風邪にかかりやすい。（気管粘膜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・どうき、脈のけったい、胸の不安感などの心臓や胸の症状。（心・循環）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・お腹の痛み、胃けいれん、膨満感、吐き気、下痢、便秘のような消化器症状。（胃腸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・集中力、記憶力、決断力低下、無気力などを含めた思考力低下。（認識）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・緊張し過ぎ、上がりやすい、刺激されやすい、うつ、泣きたくなったり刺激的になったりする。
　以前興味があったものに興味がもてないなどの気分の変調。（情緒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・めまい、立ちくらみなど平衡感覚の不調、手足の協調運動の不調、手足のしびれ、手足のチクチク感、日のピント
が合わない。　（神経・末梢神経）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・頭痛、頭の圧迫感、いっぱいに詰まった感じなど頭部症状。（頭部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・発疹、じんましん、アトビー、皮膚の乾燥感。（皮膚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

・外陰部のかゆみ、または痛み、トイレが近い、尿失禁、排尿困難などの泌尿・生殖器症状
　（女性の場合には：生理時の不快感、苦痛などの症状）。（泌尿・生殖器）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10】

＊この質問表は、米国マサチューセッツ工科大学、テキサツ大学、アリゾナ大学医学部、他、で使用されているものです。



アンケート

1．部屋で普通に生活をしまして、気分が悪くなるなどの症状がある。

　　　　　　　はい　・いいえ

2．タバコは吸いますか。「はい」の人は、1日どのぐらい吸いますか。

　　　　　　　はい・いいえ　　　1日平均【　】本吸います。

3．普段から換気をしますか。「はい」の人は、どのぐらい換気を行いますか。
　　「いいえ」の人は、どうして換気を行わないのですか。

　　　　　　　はい・いいえ　　　測定時に【　】回換気をしました。

　換気をしない理由：

4．芳香剤・へヤスプレー、香水等を使用しますか。

　　　　　　　はい・　いいえ　　　　　　　使用した商品【　　　　　】

5．室内空気汚染について、気を付けていることはありますか？

　　　　　　　はい　・　いいえ

気を付けている内容：（例）換気を必ず行う。匂いの強い家具は使用しない。

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

6．室内の状況についての質問です。室内に存在しているものをお答えください。

　机・椅子・ペット　・パソコン・　ソファー・エアコン・テレビ
　ビデオデッキ　・　コンポ・　じゆうたん・　コンロ　・冷蔵庫・電子レンジ
　お釜　・湯沸かしポット　・　洗濯機
　その他　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

7．室内の家具や電化製品の配置について、簡単に書いてください。（例）

ご協力ありがとうございました。　前橋工科大学　石川研究室　大宮弘之























■空気イオン濃度

　空気イオン濃度の測定結果を、表 3・3および図 3 - 5から図 3 - 7で示す。
温度・湿度と空気イオン濃度の相関に関して、図 3・7において室内温度・湿度との相関関係はみられなかったが、
外気湿度が高い時（測定 1、2、3、11、12、13）には、全体的に室内の空気イオンの総数も多くなり、外気の環境
と室内の空気イオンは相関関係がみられる。
　
　空気イオンバランスに関して、図 3・5において室内はマイナスイオンよりプラスイオンが多く存在し、菅原らが
考える望ましい空気イオンの比率とは反対の結果が現れた。

　生活状況と空気イオン濃度および空気イオン比の相関に関して、図3-1より室内に洗濯を干している部屋（測定6）、
居室（測定場所）と台所との間仕切りがない、もしくは密閉中に居室と台所を繋ぐ扉が開いていた部屋（測定 5、7、
10、11、12）、観葉植物、陸カメがいる部屋（測定 9、13）では、全体的に空気イオン比が高い傾向を示した。

　しかし、図 3-1 および図 3-10 から図 3-17 において喫煙、芳香剤、香水、頭髪剤による空気イオン比や空気イオ
ン濃度、空気イオン総数に関して著しい差は現れなかった。

■ホルムアルデヒド気中濃度

　ホルムアルデヒド気中濃度の測定結果を、表 3-3 および図 3-8 から図 3-9 で示す。図の値は、井上の式により
26℃ RH50％に温度・湿度補正済みである。

　ホルムアルデヒド濃度測定を、夏場の正午から 4時間締め切った状態にしてもらい、その後測定したため、全体的
に指針値（0・08ppm）以上の値を示した（図 3-3）。

　生活状況とホルムアルデヒド気中濃度の相関に関して、図 3-1 および表 3-4 より、日常換気回数が少ない部屋（測
定 1、6、8、13）、室内に洗濯を干している部屋（測定 6）では、化粧品、芳香剤、頭髪剤を使用した部屋では、ホ
ルムアルデヒド気中濃度が高い数値を示した。

　しかし、タバコによる室内化学物質の実態調査に関して、新潟大学赤林研究室で行われた調査（20〉では、タバコ
による影響が認められたが、今回の測定では図 3-10 から図 3-13 において、喫煙者のいる部屋で高い値を示す部屋
もあったが、喫煙による有意差は認められなかった。

■空気イオン濃度とホルムアルデヒド気中濃度

　空気イオン濃度とホルムアルデヒド気中濃度を図 3 - 4に、空気イオン比とホルムアルデヒド気中濃度を図 3-8 に
示す。空気イオン濃度および空気イオン比と、ホルムアルデヒド濃度の相関はみられなかった。

測定結果・考察






















































